
いつも仕事の前に髪をしっかりセットします。気持ちがビシッと締まって、やる気が出る。いまは
「クロップスタイル」という髪型で、硬めのワックスがしっくりくる感じです。ユニットに入ると、入居者
の
とみやま

富山さんが声をかけてくれます。自分の父や祖父母と昔から交流のある人で、僕を「ノブちゃん」
（父のあだ名）と呼んでくる富山さんに、「それは親父！」とツッコミを返して一緒に笑いあうのが日課
です（笑）。家に帰るときは、運転中にフリースタイルラップをしながら一日を振り返ってます。
ラッパーを目指してるわけではないけど、うまく韻を踏めるように日々練習中で（笑）。ラップは高校
時代にエミネムにハマッて以来、ずっと心の拠りどころ。いまよく聴くのは呂布カルマです。
八潮生まれ、八潮育ち、実家も高校もこのすぐ近く。「杜の家やしお」には高校卒業後に入職しま

したが、大工だった父の影響もあり、自分も職人の仕事を一度やってみたくて、退職してクロス職人
として2年くらい働きました。住宅やオフィスの壁紙を貼る作業に黙々と向き合う仕事で、すごくい
い経験ではあったけど、でも、介護への思いがどんどん強くなってきて、カムバック・パスポートを
使って復職しました。自分が好きなのは、常に人と直接かかわりあって、人のあたたかさを感じられる
ことなんだと、介護から離れてみて、あらためてわかったんです。いまは、介護職が一生の仕事だ
と覚悟を決めています。
去年、結婚しました。これはディズニーランドでプロポーズに成功した直後の写真。シンデレラ

城の前でロマンチックにするつもりだったけど、周りがスマホで撮影する若者であふれていてムード
も何もなかったですが（笑）。一緒に暮らしはじめてから、奥さんにおいしいものを食べてもらいた
くて、料理を勉強中です。イチから作ったラーメンは特に喜んでくれて、うれしかったですね。








